
１．はじめに 
1.1 研究の背景・問題意識 

現代の日本社会は、高齢化率（65 歳以上人口の割合）

22％を超える超高齢社会に突入しており、総人口に占め

る高齢化率は 27.7％ 、「75歳以上人口」は 1,748万人、

総人口に占める割合は 13.8％となっている。高齢化と共

に長寿命化も進み、要介護の高齢者だけでなく、軽介護

の高齢者や介護の必要のない高齢者が飛躍的に増加して

いる。このような状況のなかで、高齢者の安心・安全な

住まいや暮らしを支える住宅と生活サービスの確保が重

要な住宅政策、福祉政策の課題となっている。 

 一方、高齢者の居住施設・住宅には、有料老人ホーム、

老人保健施設、グループホーム、ケアハウス、特別養護

老人ホーム、サービス付き高齢者向け住宅（以下、サ高

住）、公営住宅であるシルバーハウジング（以下、SH）

がある。それらは高齢者の所得と介護認定によって利用

者・居住者が限られている。 
 
 

 
現在、超高齢化社会に対応するために地域包括ケアシ

ステムの議論が積極的にされている。その一翼を担う存

在として、自宅または施設の中間的役割を兼ね備えた「第

３の住まい」3)とも呼ばれているサ高住を始めとした、 
高齢者向けケア付き住宅が注目を浴びている。高齢者向 
けケア付き住宅の先駆けが1987年に制度を開始した「シ

ルバーハウジング・プロジェクト」である。 
2011 年に施行されたサ高住に対し、このシルバーハウ

ジング・プロジェクトは、国の建設部門と福祉部門が初

めて協力してスタートした高齢者向け公的賃貸住宅（地

方公共団体、住宅・都市整備公団又は地方住宅供給公社

等の供給する賃貸住宅）で、バイタルチェックから簡単

な家事まで行う LSA と呼ばれる生活援助員を駐在させ

るなど画期的な取り組みであった。その特徴は、制度開

始当時の建設省住宅局長および厚生省社会局長通達

（1988.2.15）注 1）のシルバーハウジング・プロジェクト 
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の目的に「高齢者の世帯が地域社会の中で自立して安全

かつ快適な生活を営むことができるよう」とあるように

地域社会との関係を重視していることがある。また、介

護認定の無い自立から低い介護度（介護度 3 まで）で所

得の低い高齢者を対象とすることがある。 
その中で本研究の対象地である神戸市兵庫区浜山地区

では 1989 年からまちづくり協議会によるまちづくりが

行われ、その後震災復興の中で福祉施設と一体となった

市営住宅（一部が SH）が建設されるなど地域や行政が

一体となって福祉、高齢者向け住宅とまちづくりを絡め

た事業が行われてきた。サ高住の供給も進む中で今後は

高齢者向け住宅と福祉や地域との連携を行い高齢者が孤

立しない仕組みを作ることがこれからの課題である。 
本研究の対象とする浜山地区の SH は、高齢者向け住

宅の先駆けと位置付けられる SH プロジェクトであり、

特に SH でのコミュニティ支援、震災復興の中で福祉施

設と一体となった SH を計画するなど独自の展開をして

きた事例であり、SH と地域との関係という視点から、

高齢者の居住福祉につながる研究を構想した。 
1.2 研究の目的と方法 

このような状況を踏まえて、本研究では、神戸市兵

庫区浜山地区を対象に、居住福祉の観点から、高齢者

居住の実態を把握し、特に施設と自宅の中間的な居住

と位置づけられる「第三の住宅」、特に SH を対象に

研究を進めることにした。 
本研究は、神戸市での SH の展開・実態とその特徴を

整理した上で、対象地区での地域のまちづくりと福祉と

の関係を明らかにし、地域との関わりから対象地の SH
の実態と居住者特性を明らかにすることを目的とする。 
また具体的には神戸市での SH の展開と特徴を整理す

るために既往研究、文献を収集し SH の運用方法や形態

の変化などを調査した。次に表 1 に示す浜山地区の福祉

施設職員、LSA へのヒアリング、SH 入居者アンケート

などから浜山地区の地域と福祉との関わり、SH の実態

と居住者特性を明らかにする。 
 以上を課題として地域との関わりという視点を加えた

SH の実態とその居住者特性を明らかにし、まちづくり

の中で高齢者向け住宅を考える上での知見を得たい。 
1.3 既往研究の把握と研究の位置付け 
 SH に関する研究では、佐藤ら 2)や馬場 3)による制度開

始から約 20 年間の SH の展開に関する研究がある。佐

藤らは、自治体の運用実態について大多数が 1 団地のみ

のモデル事業で終わり、その後新たな事業の実施が少な

いこと、一律な住宅管理・運営が行われていることを明

らかにしている 2)。馬場は公営住宅としての住宅供給量

が頭打ちになった 2010 年前後の時点では SH が新規建

設されることなく研究も減少傾向にあると述べている 3)。

SH の実態について明らかにした研究では、名古屋市営

の 3 箇所の SH を対象にその居住者の生活実態に関する

谷本ら 4)の研究、大阪府営の 4 箇所の SH を対象に入居

者の日常生活実態と生活支援に関する菊澤ら 5)の研究が

あるが、SH 単体を対象とした研究である。しかし、サ高

住の創設、地域包括ケアシステムの導入などこの 10 年

ほどで大きく環境が変化しており、民間によるケア付き

高齢者住宅の増加や地域の中での高齢者住宅の位置付け

の変化があり、SH の社会的位置付けが大きく変化して

いる。 
以上から、本研究では、地域との関係において、現時

点の関係に加え、特に阪神淡路大震災を契機とする地域

変容の中で震災以前の地域コミュニティやまちづくりか

ら現時点までの時間軸を伴った関係に着目する点に意義

がある。 
表 1 調査概要 

調査対象 調査内容 調査年月日等 

運南地域包括支援

センターセンター

長（あんしんすこ

やかセンター） 

センターの取り組み

内容、地域・自治会

等との連携内容、相

談事例 

ヒアリング

2018/10/22 

福祉施設職員 施設の内容、地域と

の関わり・イベン

ト、阪神淡路大震災

前後での地区の変化 

ヒアリング

2018/11/16 ,12/25 

シルバーハウジン

グ LSA 

SHの入居者、交流

イベント 

ヒアリング

2019/1/12,17,19 

元地域見守り推進

員（浜山地区住

民） 

見守りサービスの内

容、阪神淡路大震災

前後での地区の変化 

ヒアリング

2018/10/19 ,11/16 

浜山まちづくり協

議会会長 

浜山地区のまちづく

り、阪神淡路大震災

前後での地区の変化 

ヒアリング

2018/12/12 

配食サービス付き

レストラン代表 

業務の内容、高齢者

の見守り 

ヒアリング

2018/11/21 

シルバーハウジン

グ入居者アンケー

ト調査 

基本属性（性別、年

齢、世帯構成、前住

地）、日常の行動範

囲、交流関係 

2019/1/18,25 LSA訪

問の際に配布その場

で記入。 

入居者 33名のうち

入院中の４名を除い

た２９名を対象に２

１名から回答を得た

（解答率 72%) 

福祉施設秋祭り 祭りの内容、参加

者、協力者など 

当日現地調査 

2018/10/13 

（観察調査、福祉施

設職員などへのヒア

リング調査） 

和田宮だんじり 祭りの内容、参加者

など 

当日現地調査 

2019/5/3 

（観察調査、福祉施

設職員などへのヒア

リング調査） 

 



２．神戸市浜山地区における福祉と地域との関係 
2.1 浜山地区の概要 

 浜山地区は神戸市兵庫区の沿岸部に位置する地域で、 
兵庫運河に囲まれた島状の地域である。人口は 4,953 人、

４つの自治会からなる地区であり高齢化率は 36.4％で

高齢化が進んでいる。木造住宅が密集し生活基盤も未整

備であるなど街の構造が防災上危険であり、工場の移転

や若者の流出などの課題が多くあったことから、浜山地

区では 1989 年に浜山まちづくり協議会が結成され、住

民と行政が共同のまちづくりに取り組み、区画整理や福

祉施設、広場の整備などが行われた。都心へのアクセス

もよく、地区内にマンションが増加するなど若年層も増

加しつつある。 
2.2 浜山地区での福祉の取り組みの変容と特徴 

 本節では、浜山地区の福祉施設職員、地域包括支援セ

ンター職員、元見守り推進員等からのヒアリングにより、

浜山地区での福祉施設と地域との関係の実態とこれまで

の変容について分析考察する。 

 まず、ヒアリング・現地観察調査により得られた福祉

施設と地域に関わる制度・取組・イベント等を表２に示

す。これら浜山地区での福祉施設における地域との連携

を図 1で表した。 

 福祉施設の利用者（高齢者）やその家族、地域住民ら

は、地域包括支援センター（あんしんすこやかセンター、

以下、センター）へ高齢者の介護や見守りなどについて

の相談を行う（場合によってはハートンあんしん登録を

介することもある）。これは、介護度によらず、自立から

要支援、要介護、誰でも利用できる。介護認定を受ける

と居宅介護支援事業（えがおの窓口）へ相談し、必要に

応じて、特養や小規模多機能、デイサービスなど福祉施

表 2 福祉施設と地域に関わる制度・取組・イベント（ヒアリング・現地調査より作成） 

制度・取組・イベントなど 内容 

兵庫区ハートンあんしん登

録制度（神戸市兵庫区の制

度）注 2) 

65歳以上は誰でも無料で登録できる。登録の時に家族の緊急連絡先を管轄のあんしんすこやかセン

ターと区役所に登録しておくと、徘徊や行方不明などのときに家族に連絡するなどの対応ができ

る。兵庫区が行っている取り組み。 

高齢者みまもり応援団（神

戸市兵庫区の制度）注 3) 

地域の事業所・団体・関係機関等が、日常の生活や仕事の中で、気になる高齢者をゆるやかに見守

っていく取り組みである。浜山地区では、地域の店舗に協力を得て店舗にステッカーを貼ってもら

い、日常の中で、具合が悪い人や最近見ない人などがいればあんしんすこやかセンターに連絡する

ようになっている。2018年 10月現在 69店舗が登録されている。 

地域の居場所づくり活動

（あんしんすこやかセンタ

ーの取り組み） 

これまでは介護保険でサービスに依存する流れだったのが地域独自で自分たちの居場所を作りなさ

いという流れが出来ている。センター圏域ごとに居場所づくりとして地域の人たちが連れ添って訪

れる、お互いを見守るという関係性を作っている。例えば、結構人気のある取り組みに「歩こう

会」があり、スタジアムの周辺を２０分くらいで歩く会で 20回、３年ほど続いている取り組み。 

給食会（あんしんすこやか

センターの取り組み） 

ふれあい給食やふれあい喫茶などがある。社会福祉協議会が婦人会や民生委員にお願いして、月

１、２回、見守りという名目で出てきてもらって給食を提供して一緒に食べる会を行っている。そ

れだけでも来てない人がわかる。１食 300円ほどで参加できる。 

地域見守り隊 2014年から始まった兵庫県の事業。地域見守り事業は兵庫県が３年間のテストケースで始めた登録

型のサービス。３年で終了だったが花みさきでは１年プラスして実施した事業で、現在はあんしん

すこやかセンター（神戸市の事業）に引き継いだり、地域の G店舗が夕食の配食を継続して続けて

いる。月額 500円の利用料金で巡回サービス、安否確認サービス、相談援助サービス、緊急通報サ

ービスを中学校校区の範囲で行う。 

SHの LSAの地域と関わる

取り組み 

SHのある建物内の集会所で LSAが SH入居者や地域住民が参加できる「ふらふらダンスとお茶会」

や「ぬり絵の会」などのイベントを定期的に開催している。SH入居者が地域住民と関わりを持つ場

となっている。 

配食サービス付きレストラ

ン（地域の G店舗が実施し

ている） 

1日 2食の配色サービスと店舗でのランチ営業。店まで来られない人は配食サービス、店に来られ

る人は店でみんなと話しながら寂しさが紛れる場所になっている。基本的に相席してもらうことで

コミュニケーションを促す。客で一番多いのは 70代（最高 92歳で、配食サービスを受けている。

一人暮らしのお年寄りが多く、男性の方が多い。遠方の高齢者の子から見守りの意味も込めて頼ま

れる場合もある。1日に 70食ほど出している。毎日頼む人もいれば、週１回の人など様々。ご飯よ

りおかゆが良いなど個別の希望にも対応している。高齢者の見守りとしては、会話の中で気づいた

こと、しばらく来店しない高齢者についてセンターに相談できる。福祉施設への相談の仲介するこ

ともある。店が地域の高齢者が集まる場所になっている。 

花みさき秋祭り（地域の福

祉施設が主催） 

毎年秋に浜山地区にある特別養護老人ホーム・花みさきにおいて地域と協力・連携して行うイベン

ト。1999年の花みさき開設時から開催（最初の 2年は夏祭り、3年目から秋祭り）。ダンスやカラオ

ケ大会、民謡などの出し物や屋台の出店があり、施設利用者、施設入所者の家族、周辺地域の住民

が参加し、地元自治会、浜山婦人会、浜山婦人会民謡部、四町合同老人会、民生委員、警察署、配

食サービス付きレストラン（G店舗）、近隣のマンション、地元のボランティア団体、地元にある医

療福祉系専門学校などが、運営、屋台出店に協力している。 

和田宮だんじり（地元の和

田神社の春祭り） 

神戸市兵庫区にある和田神社の春祭り（毎年 5月 2日、3日に開催）で行われるだんじりの巡行路

の一つに花みさきがあり、その駐車場でだんじりの引き回し、カラオケ大会が行われる。施設利用

者、施設入所者の家族、周辺地域の住民が参加する。 

 

 



設の利用となる。センターを通じて SH 入居者へ見守り

に関する連絡や相談がなされることもある。 

 このようなサービスの流れ（図１中の←）がある中で、

地域の高齢者の見守りが、表 2にある地域の店舗と協力

した高齢者みまもり応援団や、地域見守り隊、ハートン

あんしん登録という複数の取組で行われている。センタ

ーと自治会・婦人会・老人会との関係は、センター職員

がそれらの会合に出席し、福祉関係などの情報提供・共

有を行い、センターの給食会（ふれあい給食やふれあい

喫茶）などを自治会・婦人会・老人会との協力で実施す

るなどの連携関係がある。福祉施設（花みさき）・センタ

ーと SH、地域は、居場所づくり活動、コミュニティ支援

活動（自治会等との連携、SHの LSAによる地域と関わる

取り組み等）、祭りなどイベント（表２の秋祭り、だんじ

りなど）を通じて連携している。 

 また、ヒアリングと 2017 年、1994 年のゼンリン住宅

地図から施設の分布図を作成し、図２に示した。 

 このように、現在の浜山地区ではまちづくりによる福

祉施設や公園などハード面の整備だけでなく、介護サー

ビスの充実、高齢者の相談の窓口、サークル活動やお祭

りのような高齢者同士や多世代の交流の場づくり、地域

の店舗と協力した見守り活動などのソフト面の福祉の取

り組みも行われており、福祉施設と地域の連携が取られ

ていることが明らかとなった。 

 次にヒアリング、住宅地図から浜山地区での福祉の取

り組み、地域コミュニティの変容を明らかにし、図３に

モデル図として示した。以上から浜山地区の環境はまち

づくりが行われる前と後で大きく変化したことがわかる。

浜山地区に長年暮らす元見守り推進員や施設職員へのヒ

アリングによると「震災前までは銭湯での密なコミュニ

ティや近隣で支えあいの生活が行われてきたが震災によ

って区画整理や、共同建て替えなど 、住環境は向上した

が住民同士の密なコミュニティや住民同士での支援が薄

くなってしまった」という課題があることがわかった。

そこで、地域包括支援センター、福祉施設などの浜山地

区の福祉の拠点となる施設や、集会所や公園などの住民

の集まる場所などの場の整備に加えて、そこを活用した

イベントなどを企画したり、長年地域で営んでいる店舗

が高齢者の見守りの応援店舗として機能したりするなど

の自治会や福祉施設、地域の店舗などが地域でのコミュ

ニティの場を作る支援や高齢者世帯へのセーフティネッ

トの整備を積極的に行っていることが明らかとなった。 

 
３．神戸市の SHの展開とその特徴 
 SH の展開に関する研究 2）や文献 7)8)9)から SH の概要

と神戸市の SH の展開について整理し図４に示した。 
⑴制度開始初期において、神戸市の SH は福祉施設と併

設されそこから LSA を派遣するタイプの SH を建設す

るなど全国のモデル的な取り組みを行うなどハード面に

おいて先進的な位置付けであった。 ⑵震災後から神戸市

の SH は独自の展開を見せる。災害公営住宅の建設のた

め、供給戸数も一気に増加し地域型仮設住宅での経験を

生かして、LSA の活動の一つにコミュニティづくりの支

援を位置づけた点に他の都市にはない特徴がある。⑶

 

図 1 福祉の取り組みと連携（職員ヒアリングより作成）（←はサービスの流れを示す） 



2004 年からは「コミュニティサポート育成事業」を

展開し、これまでよりも LSA が全面に立ってコミ

ュニティ支援に取り組むことを重視するようにな

った。⑷2006 年以降は全国的にも SH だけでなく

地域一体となった生活支援、高齢者見守りの取り組

みに向けた動きが見られ始めた。神戸市ではLSAと

は別に地域見守り推進員を配置しそれぞれの位置

づけが曖昧になっていたが、2018 年度より、地域包

括支援センターにLSA事業を移管することになり、

今後はこれまでのLSAで得られた知識や経験をSH
だけでなく地域での高齢者の支援に活かすことが

できると考えられる。 
神戸市の SH プロジェクトの特徴としては、LSA

によるコミュニティ支援事業、施設と SH が一体と

なった形態であることがわかった。コミュニティづ

くりを LSA 事業に組み込みどの SH でも住民同士、

地域での交流を生むことができ、高齢者にとって安

心、安全の生活を提供していると考えられる。 
 
４．浜山地区での SHの居住者特性とその特徴 
 神戸市のモデル的な形態である施設併設型の SH
を対象として、まちづくりが活発に行われ、地域と

福祉との連携が取られている地域である神戸市浜

山地区の SH(1〜3 階部分が施設、4〜10 階が住居と

なっている。入居者は 26 世帯 33 人)を一つの事例

として地域との関わりからみた入居者特性を LSA
へのヒアリング、入居者へのアンケート調査（入居

者 33 人中 21 人から回答、表３）により明らかにす

る。なお、入居者の介護度は、無し（自立）が 25 名、

要支援 1 が 5 名、要支援 2 が 2 名、要介護 2 が 1 名

である。 
 まず、入居者を前の居住地によって分類すると表

3 のようになった。LSA がコミュニティ支援として

企画する趣味の会（喫茶、カラオケ、手芸など）へ

の参加率をみると、浜山出身の方の参加率は 27%
（11 人中 3 人）と低く、他地区から来た人の参加率

は 71%（7 人中 6 人）と高くなった。この違いにつ

いて、性別、年齢、世帯構成から考察してみる。性

別については、参加する浜山出身、他地区出身共に

全員女性である。年齢について明確な違いとは言え

ないが、参加者のみに 60 代（61 歳、63 歳、65 歳

の 3 名）がいる。世帯構成では浜山出身 11 名の内、

夫婦 5 名、単身 6 名で、参加者 3 名では、夫婦 1 名、

 

図 2 浜山地区の施設分布図（住宅地図より作成） 
 

 
図 3 浜山地区のモデル図変化（ヒアリング調査より作成） 

 

 
図 4 神戸市の SH の展開（文献 7）8)より作成） 



単身 2 名であった。他地区出身では、7 名全員単身であ

り、参加者 5 名も全員単身となる。これらから、活動へ

の参加意欲について考察すると、女性単身の他地区出身

者が参加意欲が高いということになる。 

 夫婦世帯の人は良く話す人として家族（別居の子や親

族を含む）を挙げており、単身の人は地区の人や他の入

居者を挙げているという傾向が見られる。他地区出身者

で趣味の会に参加している人の中で、他の入居者とよく

表 3 浜山地区 SH入居者のアンケート結果 

 



話すと回答している人は 2 名である。 
 また、LSA へのヒアリングによると、SH 入居者から

趣味の会などの交流イベントが地区内の住民と知り合い

になるきっかけということであった。 
 入居者にとって、交流イベントが地域との関係、コミ

ュニティ形成への役割を一定程度果たしていると考えら

れる。 
次に入居者を地域との関係（行動範囲、交流関係）

から５つの傾向に分けることができた。行動範囲とし

て、よく行く場所に浜山地区内をあげている場合は[近
隣型]、浜山地区以外の場所をあげている場合は[都市

型]と分類した。交流関係として、その近隣型と都市型

のうち、よく話す人に子があるものを子からの支援を

示すものとして[近隣＋子支援型]、[都市＋子支援型]と
した。あまり家から出ず、介護サービスを受けており、

趣味の会への参加と近所の人と話をするとの回答が無

い場合は[介護支援型]とした。それを表 4 に、特徴とモ

デル図を図５に示す。[都市型]の居住者は地区外の職

場、友人との関係をもっている。支援が必要になって

きた場合、外出範囲が狭くなり、近隣型に移行する可

能性もある。[近隣型]は趣味の会への参加率も高く地

区内や SH 内での交流を活発に行っているため、見守

り・安否確認などの近隣（見守り推進員や応援店舗を

含む）の支援を得る関係性を築くことができている。

[介護支援型]の場合、LSA による生活支援以外にも地

域内の配食サービスや施設の介護サービスなどを利用

し SH での居住を継続している。それぞれの傾向によ

って、趣味の会への参加率や行動範囲、交流関係に違

いが見られるなど地域との関わり方や度合いは違うが、

どの傾向でも何らかの交流を行い、孤立せずに生活し

ていることがわかる。 
 
５．結論 
 本稿では、超高齢者の進展、介護制度の変更、高齢

者居住の多様化といった現状を踏まえて、高齢者の居

住、住宅、福祉施設と介護・生活支援の実態を、神戸市

兵庫区浜山地区を対象に捉え、特に SH に焦点を合わ

せて考察をすすめてきた。 
 これらより得られた知見をまとめると、１、浜山地

区は震災以前からまちづくりが行われ地域の結びつき

が強い地域だった。まちづくりによって福祉施設・集

会所といった拠点施設の整備に加え、高齢者の関係づ

くりの支援の取り組み、地域と福祉が連携したセーフ

ティネットの整備が行われていること。２、神戸市の SH
では施設併設型など全国のモデル的な取り組み、地域の

中でのコミュニティ支援など地域や施設と入居者との関

わりを生む取り組みを行っていると整理できたこと。３、

浜山地区を事例として、SH 入居者にとって LSA による

コミュニティ支援や地域での支援の取り組みが一定程度

表 4 入居者の地域との関係からの分類 

（アンケートより作成） 

 

 

図 5 入居者の傾向による地域との関係のモデル 

 



入居者の地域との関係づくりの役割を果たしていること。

特に、女性単身の他地区出身者において交流イベントが

それに寄与していること。施設と連携することで支援が

必要になっても SH で生活できること。入居者によって

福祉サービスを受ける人、地区内でコミュニティを作る

など地域との関わり方や度合いは違うが孤立せずに居住

することができていることが明らかとなった。 他地域の

SH やサ高住にはこのようなコミュニティ支援がなく、

浜山地区のような地域の結びつきが強い地域で施設・地

域＋SH の仕組みが高齢者向け住宅と地域との関係構築

に大きな役割を担っていると考える。浜山地区では高齢

者を支援する仕組みができており、そこに SH のコミュ

ニティ支援が加わることで地域の中で孤立せずに生活で

きる仕組みが成り立っていることがわかった。 
 また、現在、全国レベルでは、 特養の入居要件を満た

さない低介護度や要支援の高齢者、低所得の高齢者が増

えている一方で、SH の供給は増えておらず、SH に入居

可能な高齢者は限定されている。このような傾向は、神

戸市や浜山地区でも同様である。このような課題、本研

究の上記知見を踏まえて、筆者らが考える浜山地区での

SH 展開の課題や今後のあり方について以下の諸点を示

したい。 
①LSAの重要性の再確認：LSA の役割で重要なことは、

利用者に対し最適な社会参加機会の情報を提供すること

である。利用者の人柄嗜好を理解し、積極的にコミュニ

ケーションを行うことを通じて利用者の孤独感を無くす

ることが必要である。昨今増加しているサ高住等で地域

との関係づくりをケアの内容に取り入れコミュニティ支

援を付加価値とし差別化を図ることも考えられる。②SH
に代わる低所得高齢者向け住宅の確保：浜山地区には市

営住宅が多く存在しており、その公営住宅の独居高齢者

を、空き家の利活用により共同居住型に集約し、空いた

部屋を新規の独居高齢者用住宅に充てるなどの対策が考

えられる。この点は、SH の供給がさらに限られている

他地域において同様の空き家の利活用・公営住宅の再構

築により SH の特徴である地域との関係や①の LSA を

低費用で取り入れる工夫を検討する必要があるのではな

いかと考える。 
 
謝辞 

 本稿は松井智美さんの神戸大学修士論文を元に追加・

修正したものです。本研究をするにあたりヒアリング調

査やアンケート調査など福祉施設花みさきの職員の皆様

にご協力いただきました。ここに記して謝意を表します。 
 

注釈 
注 1）建設省住宅局長および厚生省社会局長通達（1988.2.15）

https://www.mhlw.go.jp/web/t_doc? dataId=00ta4252&data 
Type=1&pageNo=1 

注 2）兵庫区ハートンあんしん登録制度については以下の兵庫区の
サイトを参照。http://www.city.kobe.lg.jp/ward/kuyakusho/ 
hyogo/madoguchi/koureisha/anshintouroku.html 

注 3）高齢者みまもり応援団については以下の兵庫区のサイトを参
照。http://www.city.kobe.lg.jp/ward/kuyakusho/hyogo/ 
madoguchi/koureisha/koureisha.html 
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